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■研究テーマ 

① テーマ：サウンドデザインとその評価 

概要：近年、車内音は静けさだけではなく、加速音など音環境としての快適さが追求されるよう

になってきました。どう快適な音空間を実現するかというサウンドデザインを実験心理学とウェ

ーブレットなどを用いた非定常信号処理の両面から評価しつつ、製品イメージにあった“音”を

実現するとともに、視覚的に客観評価する方法を開発します。 

 

② テーマ：体内伝導音による騒音に強い音声インタフェース 

概要：工場などの音声よりも騒音の方が大きな環境で骨導等の体の中を伝わる音声情報により音

声認識システムを構築し、ノイズに強い音声インタフェースを開発します。また、農業分野への

応用も行っています。 

 

③ テーマ：アクティブノイズコントロール、適応音質制御 

概要：騒音に逆位相の音波を干渉させて所望の領域だけ静かな環境を実現するアクティブノイズ

コントロールの高速化と安定化のための適応制御アルゴリズムを開発します。またこの技術を用

いた音質制御システムも開発しています。 

 

④ テーマ：音情報の福祉応用技術開発 

概要：咽頭ガンにより声を失った人のための発声支援システムや難聴者のための安価な補聴器 

（集音器）や、音声からのみ診断で期す非侵襲名診断システムの開発を行っています。 

 

■研究テーマの応用例 

①自動車吸気音の簡易的な相関解析方法（瞬時相関関数）の開発とサウンドデザイン 

 自動車音の“ワクワク感”設計 

 ボタン押し時の触覚と音による“高級感”の特徴づけ 

ハイディフィニションオーディオ（高級音響機器）の音質差可視化 

神経生理学的側面からの客観評価 

②体内伝導音による認識システムを用いた知識データベースへのアクセス（工場などでハンズフ

リーアイズフリーの状態で作業をしながら情報検索をする） 

 工場での体内伝導認識を用いた熟練技術者のノウハウデータベースの構築 

 高騒音下でのマン・マシン・インターフェィスシステム構築 

 罹患家畜の早期検出 

③自動車、船舶などの空間音響制御、騒音抑制 

 放射音の騒音制御 

 より自然感のある疑似サラウンド音の作成 

 個性に基づく適応音質制御 
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④食道発声法による音声の明瞭化、共振現象を用いた安価な補聴器の開発 

 音声による歯科矯正診断装置の開発 

 脳波による痛みの可視化 
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■主な特許、芸術作品等 

舌位・舌癖判定装置、舌位・舌癖判定方法及びプログラム 特願 2016-167180 2016年 8月 29日 

転倒検知装置及び転倒判定方法 特願 2016-31648 2016年 2月 23日 

発声支援方法 特許第 5354485，2013年 9月 6日 

信号再生装置 特許第 5327735，2013年 8月 2日 

音声認識装置および音声変換装置 特許第 5229738，2013年 3月 29日 

 

■想定される連携先 

・自動車、音響、船舶、医療機器メーカなど 

 


